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CIEEについて

• ⽶国メイン州に本部を置く⾮営利教育団体
1947年設⽴以来アメリカ他世界各国においてGlobal 
Citizens/グローバル社会に貢献できる⼈材を育成

• CIEE Japan︓1965年設⽴
- ⻘少年交流の促進
- 1981年よりTOEFLテスト⽇本事務局としての活動
< Mission of CIEE >
“To help people gain understanding , acquire 
knowledge and develop skills for living in a 
globally interdependent and culturally diverse 
world“
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TOEFL®テスト主催団体︓
Educational Testing Service (ETS) について
• ⽶国ニュージャージー州プリンストンに所在する⾮営利教育団体
• 70年以上にわたり試験・評価に関する研究と運営を⾏う

• 年間5,000万回の試験を180ヶ国、9,000以上の機関・場所で実
施している世界最⼤規模の試験運営・研究機関

• 教育専⾨家、⾔語学者、統計学者、⼼理学者など3,200名
以上のスタッフを擁する

• 英語テストとしてTOEFL®テスト、TOEIC ®テスト、TOEFL
Junior®テスト TOEFL Primary®テスト、GRE®テスト等を
開発・運営
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TOEFL iBT ®テスト
l主な特徴

l問題構成

l各技能で求められるスキル

lルーブリックを⽤いた採点

TOEFL®テスト 概要
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採⽤状況 約150か国、11,000以上の⼤学、短⼤、団体等
⽇本国内では350以上の団体がスコア受取団体として登録済

形式進化 ぺ―パー版/PBT（1964〜）→コンピューター版/CBT（1998〜2006）
→インターネットで問題を配信し、４技能を測定できるiBT（2005年〜 ）へ進化

実施実績

－1960年代から累計3,500万⼈以上が受験
－最も実績あるアカデミックテスト
－⽇本におけるCBT実施以降のTOEFLテスト受験者は100万⼈超（Computer Based 
Test 形式の英語 試験として最も⼤きな受験実績）
－受験者の90％以上が第1もしくは第2希望の⼤学に進学

TOEFL®テストの測定する英語⼒（テストの⽬的）
・英語を⺟語としない学習者が⾼等教育機関（主に⼤学・⼤学院）で英語を使って学ぶ時に必

要となる英語⼒を測定する
・出題内容は全て学業に関する、もしくは学校内で起こりうるような状況を想定した問題で構

成され、 10以上のプロセスを経て、問題作成から運⽤まで6〜18か⽉かけて作成

TOEFL®テスト ⽬的・実績
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• インターネットを介し問題が配信されるInternet-based Test
• 年間40回以上のテスト⽇設定
• ４技能を1回の試験で測定（約３時間強）
• ４技能の各セクションは同じ配点（30点×4セクション＝120点）
• スピーキングとライティングには実際の学習を再現した複合技能型の問

題（Integrated Task)を導⼊（例︓読んで→聞いて→話す）
• スピーキングとライティングは、ルーブリックに基づき複数採点者とAI

を活⽤した、公正で信頼度の⾼い採点を⾏う
• 2019年よりスコア表⽰をその⽇のスコアとMyBest™ Scoresを併記
（マイベストスコアとは、それまでに受けたTOEFL iBTテストの技能ごとの最⾼点を⾃動
的に抽出し表⽰されるスコア スーパースコアとも呼ばれている）

• 受験はテスト会場受験とオンライン監視による⾃宅受験を併⽤
（2020年7⽉現在）
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TOEFL iBT ®テスト 主な特徴
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セクション 問題数 時間 スコア

Reading ３–４ パッセージ 54-72分 0–30

Listening 会話︓2-3題
講義︓3-4題 41-57分 0–30

休憩10分（この間は問題を進めることができません）

Speaking 1 Independent Task
3 Integrated Tasks 17分 0–30

Writing 1 Integrated Task
1 Independent Task

20分
30分 0–30

Total - 約3時間 0–120
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TOEFL iBT ®テスト 問題構成
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セクション 求められるスキル

Reading 学習に関連するトピックを読んで、書かれている主題
や重要事項、関連性を理解することや要約が出来るか

Listening 学習環境下で実際に話される講義・会話を聞いて理解
することが出来るか

Speaking 学習環境下において、教室の中でも外でも、きちんと
話をすることが出来るか

Writing 学習環境下で、はっきりとした主旨の⽂章が書けるか
（要約または意⾒を述べる）
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TOEFL iBT ®テスト 各技能で求められるスキル
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・スピーキングセクションにおける評価の３つの観点
Topic development, Delivery, Language use

• 評価は0〜4の5段階
-4題の平均を30点満点に換算
-トレーニングを受けた複数の採点者＋AIによる採点
-結果のモニター、数値的分析による問題の検証

・ルーブリックを使うことにより
-受験者は採点基準をあらかじめ明確に知ることができる
-受験後、フィードバックとして活⽤できる
-公平な学習・受験環境の実現

＜問題作成、評価基準の設定、採点、採点者の育成＞
問題作成から採点までの⼀貫性が必要
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TOEFL iBT®テスト ルーブリックを⽤いた採点
（例︓スピーキングセクション）
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CEFR 
level

Reading 
(0–30)

Listening 
(0–30)

Speaking 
(0–30)

Writing 
(0–30)

Total 
(0–120)

C1 or 
above 24 22 25 24 95

B2 18 17 20 17 72
B1 4 9 16 13 42
A2 n/a n/a 10 7 n/a
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TOEFL iBT ®テスト及びTOEFL® Family of Assessments
CEFRとの相関
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lスコア利⽤状況,、利⽤形態、利⽤⽅法

lテストスコアの受取団体の登録
(Designated Institutionコードの取得）

lテストスコア受取専⽤ポータルサイト
（ETS Data Manager)
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TOEFL iBT ®テスト
スコア利⽤実態調査報告書（2018年度版 抜粋）
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■DIコード取得のための登録フォーム
www.toeflgoanywhere.org/asu-search/institutions/add/

■DIコードに関する情報掲載Webページ
【ETS】
www.ets.org/toefl/score-users/scores-admissions/become
【CIEE Japan】
www.toefl-ibt.jp/educators/toefl_ibt/score_institutions.html
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■ ETS Data Managerに関する情報掲載Webページ
【ETS】
www.ets.org/institution-portal/data-manager
【CIEE Japan】
www.toefl-ibt.jp/educators/toefl_ibt/score_institutions.html

■ETS Data Manager登録フォーム
portal.ets.org/instport/public/createuser
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論点の整理
英語によるコミュニケーション能⼒の育成・評価
① ⼤学⼊試で４技能を評価する理念・意義

② 共通テストの枠組みで評価すべきか否か

③ ⺠間英語試験の活⽤のあり⽅

④ ⼀般選抜以外の選抜区分が果たす役割

⑤ 個別⼊試への国の⽀援のあり⽅



ETS, the ETS logo, TOEFL and TOEFL IBT are registered trademarks of Educational Testing Service (ETS) used by CIEE Japan pursuant to license.

①⼤学⼊試で４技能を評価する理念・意義

④⼀般選抜以外の選抜区分が果たす役割

②共通テストの枠組みで評価すべきか否か

③⺠間英語試験の活⽤のあり⽅

⑤個別⼊試への国の⽀援のあり⽅

英語を使って⾼等教育で学ぶ必要性

外部英語試験の活⽤は各⼤学のアドミッションポリ
シー、カリキュラムポリシーに基づいた⼊学者選抜の
⼀部として妥当か（測るべきものを測っているか）

外部英語試験のスコアの信頼性を判定する必要性

受験時期の設定、受験回数指定、テスト受験費⽤、受
験会場の設定、スコアデータの配信等の制度設計は実
⽤性があったのか

⾼校ー⼤学間における英語教育の相互理解と⼀貫性を
持たせるための研究・施策の可能性

英語による⽇常的な教育・研究の実現（国⽴⼤学法⼈
の戦略的経営実現に向けた検討会議第5回資料２）海外
⼤との共同学位、英語による授業のみで卒業可、留学
の促進、成績管理等を伴う交流促進



ETS, the ETS logo, TOEFL and TOEFL IBT are registered trademarks of Educational Testing Service (ETS) used by CIEE Japan pursuant to license.

Educational Testing Service (ETS)
www.ets.org/toefl

TOEFL®テスト⽇本事務局
⼀般社団法⼈ CIEE国際教育交換協議会
www.toefl-ibt.jp
Email: ctas@cieej.or.jp
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